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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶保持部に記憶保持されたデータを表示部に表示するとともに車両に搭載される車両
用情報表示装置であって、
　前記車両の搭乗者が１名であり、且つ、その搭乗者が当該装置に予め登録された登録者
である旨が認証されたことに基づいて、前記データの前記表示部への表示モードを、前記
データに含まれるシークレットデータを前記搭乗者が閲覧可能な閲覧可能モードに設定す
る表示制御部を備えることを特徴とする車両用情報表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記閲覧可能モードに設定している場合、車両の搭乗者数を逐次判
断し、車両の搭乗者が複数であると判断したことに基づいて、前記表示モードを、前記シ
ークレットデータを前記搭乗者が閲覧できない閲覧不能モードに設定することを特徴とす
る請求項１に記載の車両用情報表示装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記閲覧可能モードに設定している場合、車両の搭乗者が下車した
か否かの判断を逐次判断し、車両の搭乗者が下車したと判断したことに基づいて、前記表
示モードを、前記シークレットデータを前記搭乗者が閲覧できない閲覧不能モードに設定
することを特徴とする請求項１または２に記載の車両用情報表示装置。
【請求項４】
　当該装置には複数の登録者が登録され、前記記憶保持部には前記シークレットデータが
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前記複数の登録者の別に記憶保持されており、
　前記表示制御部は、前記閲覧可能モードに設定する場合、認証した登録者に関する前記
シークレットデータのみを閲覧可能とすることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項
に記載の車両用情報表示装置。
【請求項５】
　当該装置には一般の登録者及びこれら一般の登録者を管理する管理者が登録されており
、
　前記表示制御部は、一般の登録者用の閲覧可能モードに設定する場合、認証した一般の
登録者に関する前記シークレットデータのみを閲覧可能とするとともに、管理者用の閲覧
可能モードに設定する場合、認証した管理者に関する前記シークレットデータだけでなく
全ての登録者に関する前記シークレットデータを閲覧可能とすることを特徴とする請求項
４に記載の車両用情報表示装置。
【請求項６】
　前記記憶保持部には、前記車両の運転に伴い取得される運転データが前記シークレット
データの一部として前記複数の登録者の別に記憶保持されていることを特徴とする請求項
４または５に記載の車両用情報表示装置。
【請求項７】
　前記閲覧可能モードにおいて閲覧可能なシークレットデータの種類は、前記シークレッ
トデータとして指定可能な複数種類から、操作部を通じてユーザが指定できるようになっ
ていることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の車両用情報表示装置。
【請求項８】
　前記閲覧可能モードにおいて閲覧可能なシークレットデータの種類は、前記シークレッ
トデータとして指定可能な全種類であることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に
記載の車両用情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記憶保持部に記憶保持されたデータを表示部に表示する車両用情報表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の車両用情報表示装置として、例えば特許文献１に記載の装置が知られて
いる。詳しくは、この装置は、例えば地図情報等の一般データ、及び、例えば電話帳・走
行履歴・メモリ地点等のシークレットデータを記憶保持する記憶保持部を備える。またこ
の装置は、記憶保持部に記憶保持されたデータを表示する表示部と、操作部への操作に応
じてデータを表示部に表示する表示制御部とを備える。そして、表示制御部は、例えばイ
グニッションキー等の入力手段によって入力された許可コード（パスワード）を用いて認
証すると、データの表示モードを、車両の搭乗者がシークレットデータを閲覧可能な閲覧
可能モードに設定する。このように、シークレットデータの表示部への表示が制限されて
いる。
【特許文献１】特開平９－１２８３００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記従来技術では、車両の搭乗者の人数に係わらず認証を行い、認証された
場合には、表示モードを閲覧可能モードに設定する。そのため、複数の搭乗者が車両に搭
乗し、搭乗者のうちの１人が登録者であることが認証されると、表示モードが閲覧可能モ
ードに設定され、認証を受けた搭乗者だけでなく、別の搭乗者もシークレットデータを閲
覧することができるようになってしまう。
【０００４】
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　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであって、その目的は、認証を受けた搭乗者
以外の別の搭乗者によってシークレットデータが閲覧されることをより低減することので
きる車両用情報表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　こうした目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、記憶保持部に記憶保持された
データを表示部に表示するとともに車両に搭載される車両用情報表示装置であって、前記
車両の搭乗者が１名であり、且つ、その搭乗者が当該装置に予め登録された登録者である
旨が認証されたことに基づいて、前記データの前記表示部への表示モードを、前記データ
に含まれるシークレットデータを前記搭乗者が閲覧可能な閲覧可能モードに設定する表示
制御部を備えることを特徴とする。
【０００６】
　車両用情報表示装置としてのこのような構成では、車両の搭乗者が１名であり、且つ、
その搭乗者が登録者である旨が認証されると、表示制御部は、表示モードを閲覧可能モー
ドに設定する。そのため、登録者であっても、車両にその他の搭乗者がいる場合にはシー
クレットデータが表示部に表示されないことになるので、登録者以外の別の搭乗者によっ
てシークレットデータが閲覧されることをより低減することができるようになる。
【０００７】
　ところで、表示制御部によって表示モードが閲覧可能モードに設定された後、認証を受
けた搭乗者以外の別の搭乗者が車両に新たに搭乗したとしても閲覧可能モードが維持され
てしまうとすると、その新たに搭乗した搭乗者によってシークレットデータが閲覧されて
しまう恐れがある。
【０００８】
　その点、上記請求項１に記載の構成において、請求項２に記載の発明では、前記表示制
御部は、前記閲覧可能モードに設定している場合、車両の搭乗者数を逐次判断し、車両の
搭乗者が複数であると判断したことに基づいて、前記表示モードを、前記シークレットデ
ータを前記搭乗者が閲覧できない閲覧不能モードに設定することとした。
【０００９】
　車両用情報表示装置としての上記構成では、表示モードが閲覧可能モードに設定されて
いる場合において、すなわち、車両の搭乗者は１名であり且つその搭乗者が登録者である
場合において、例えば車両に新たに搭乗者が搭乗するとき、車両の搭乗者が複数になるた
め、表示制御部は表示モードを閲覧不能モードに設定する。そのため、車両に新たに搭乗
した搭乗者は、シークレットデータを閲覧することができなくなる。
【００１０】
　また、表示モードが閲覧可能モードに設定されている場合に、認証を受けた搭乗者が車
両を下車し、他の搭乗者が代わりに搭乗することがある（搭乗者が交代する）。このとき
、表示制御部によって表示モードが閲覧可能モードに維持されたままであると、この交代
して搭乗した搭乗者によって、シークレットデータが閲覧されてしまうこともある。
【００１１】
　その点、上記請求項１または２に記載の構成において、請求項３に記載の発明では、前
記表示制御部は、前記閲覧可能モードに設定している場合、車両の搭乗者数を逐次判断し
、車両の搭乗者が下車したと判断したことに基づいて、前記表示モードを、前記シークレ
ットデータを前記搭乗者が閲覧できない閲覧不能モードに設定することとした。
【００１２】
　車両用情報表示装置としての上記構成では、例えば表示モードが閲覧可能モードに設定
されている場合において、認証を受けた搭乗者が下車するとき、表示制御部は、表示モー
ドを閲覧不能モードに設定する。そのため、認証を受けた搭乗者が車両を下車して他の搭
乗者と交代したとしても、交代した搭乗者は、シークレットデータを閲覧することができ
なくなる。
【００１３】
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　当該装置に予め登録された登録者であると認証された登録者が全てのシークレットデー
タを閲覧可能にすると、例えば複数の登録者が当該装置に登録されている場合には、別の
登録者によってシークレットデータが閲覧されてしまう。
【００１４】
　その点、例えば請求項４に記載の発明のように、当該装置には複数の登録者が登録され
、前記記憶保持部には前記シークレットデータが前記複数の登録者の別に記憶保持されて
おり、前記表示制御部は、前記閲覧可能モードに設定する場合、認証した登録者に関する
前記シークレットデータのみを閲覧可能とする。これにより、別の登録者によってシーク
レットデータが閲覧されることを防止できるようになる。
【００１５】
　ただし、特定の登録者（管理者）のみ、全てのシークレットデータを閲覧可能にしたい
という要望もある。
【００１６】
　そこで、例えば請求項５に記載の発明のように、当該装置には一般の登録者及びこれら
一般の登録者を管理する管理者が登録されており、前記表示制御部は、一般の登録者用の
閲覧可能モードに設定する場合、認証した一般の登録者に関する前記シークレットデータ
のみを閲覧可能とするとともに、管理者用の閲覧可能モードに設定する場合、認証した管
理者に関する前記シークレットデータだけでなく全ての登録者に関する前記シークレット
データを閲覧可能とすることが望ましい。これにより、管理者のみ、全てのシークレット
データを閲覧することができるようになる。
【００１７】
　請求項６に記載の発明では、前記記憶保持部には、前記車両の運転に伴い取得される運
転データが前記シークレットデータの一部として前記複数の登録者の別に記憶保持されて
いることとした。これにより、登録者は、自分の運転データのみを閲覧することができる
ので、自分の運転データから、自分の運転の癖を知ることができるようになる。
【００１８】
　また、どのデータをシークレットデータとするかについては、登録者の自由である。そ
のため、請求項７に記載の発明のように、前記閲覧可能モードにおいて閲覧可能なシーク
レットデータの種類は、前記シークレットデータとして指定可能な複数種類から、操作部
を通じてユーザが指定できるようになっていてもよい。あるいは、請求項８に記載の発明
のように、前記閲覧可能モードにおいて閲覧可能なシークレットデータの種類は、前記シ
ークレットデータとして指定可能な全種類であるとしてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る車両用情報表示装置の一実施の形態について、図１及び図２を参照
して説明する。なお、図１は、本実施の形態の車両用情報表示装置の全体構成を示すブロ
ック図である。はじめに、この図１を参照しつつ車両用情報表示装置について説明する。
【００２０】
　図１に示されるように、車両用情報表示装置４０は、例えばカーナビゲーション装置の
一部として具体化されるとともに、図示しない車両に搭載される。車両には、着座検出装
置１０、シートベルト状態検出装置２０、ドア開閉検出装置３０及び車両用情報表示装置
４０が備えられており、車両用情報表示装置４０は、ＧＰＳ受信器４１、記憶保持部４２
、車載機器操作検出部４３、操作部４４、表示制御部４５及び表示部４６を備えている。
【００２１】
　このうち、着座検出装置１０は、例えば圧力センサ等を用いて当該車両のどのシートに
搭乗者が着座しているか否かを検出する。また、シートベルト状態検出装置２０は、シー
トベルト装着の有無を各シートについて検出する。さらに、ドア開閉検出装置３０は、車
両ドアに設けられるラッチの状態を検出することで車両ドアの開閉を検出する。ちなみに
、ラッチが固定されている状態から解除されると車両ドアが開扉されたとみなし、逆に、
ラッチが解除されている状態から固定されると車両ドアが閉扉されたとみなす。そして、
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これら装置１０～３０は、車両用情報表示装置４０（詳しくは表示制御部４５）に各検出
結果をそれぞれ出力する。なお、これら装置１０～３０についてはいずれも公知であるた
め、ここでのこれ以上の詳細な説明を割愛する。
【００２２】
　ＧＰＳ受信器４１は、図示しないＧＰＳ衛星から受信する情報に基づいて車両の現在地
を算出し、この算出した現在地を表示制御部４５に出力する。また、記憶保持部４２は、
地図情報を記憶保持しており、記憶保持している地図情報を表示制御部４５に出力する。
そして、表示制御部４５は、当該装置４０の使用者（以下、車両の搭乗者と記載する）が
視認可能なように、現在地及び地図情報（後述の一般データ）を表示部４６に表示する。
【００２３】
　車載機器操作検出部４３は、車両の運転に伴い発生する運転データ（後述のシークレッ
トデータ）を取得する。詳しくは、車載機器操作検出部４３は、その運転データとして、
例えば急ブレーキ状況に関する情報（トリップ毎の急ブレーキをかけた回数やその累積回
数等）、ハンドル操作状況に関する情報（トリップ毎の急ハンドルを切った回数やその累
積回数等）、交通法規の遵守状況に関する情報（トリップ毎の速度制限違反をした回数や
その累積回数等）、車載機器操作状況（トリップ毎の、車両走行時あるいは車両停車時に
車載機器が操作された回数やその累積回数等）及び走行履歴（車両の走行経路や通過時刻
等）等々を取得する。そして、車載機器操作検出部４３は、取得した運転データを表示制
御部４５に出力する。なお、表示制御部４５は、記憶保持部４２に運転データを記憶保持
するとともに、車両の搭乗者が視認可能なように、運転データを表示部４６に表示する。
【００２４】
　車両の搭乗者は、操作部４４の操作を通じて、記憶保持部４２に記憶保持されたデータ
を表示部４６に表示させる。詳しくは、まず、操作部４４は、使用者によって入力された
指示命令を表示制御部４５に出力する。そして、表示制御部４５は、入力された指示命令
に基づいて、記憶保持部４２に記憶保持されているデータを読み出し、表示部４６に表示
する。
【００２５】
　ただし、表示制御部４５は、車両の搭乗者に指示されたからといって、記憶保持部４２
に記憶保持されているデータを全て表示部４６に表示するわけではない。記憶保持部４２
には、例えば上記地図情報等、車両の搭乗者が共通して使用する一般データのほか、例え
ば上記運転データ及びメモリ地点並びに電話帳データ等、他の搭乗者によって閲覧される
ことを防止すべきシークレットデータが記憶保持されている。そのため、表示制御部４５
は、登録者及び登録者別のパスワードを記憶保持部４２に予め記憶保持しておき、シーク
レットデータも記憶保持部４２に登録者別に予め記憶保持しておく。そして、表示制御部
４５は、車両の搭乗者による操作部４４へのパスワード入力を通じて、その搭乗者が未登
録者であるか否か、その搭乗者が登録者である場合には一般の登録者であるか一般の登録
者を管理する管理者であるかを認証する。ちなみに、本実施の形態では、他の搭乗者によ
って閲覧されることを防止すべきシークレットデータの種類は、上記運転データ及びメモ
リ地点並びに電話帳データに固定されている。
【００２６】
　さらに、表示制御部４５は、車両の搭乗者が一般の登録者である旨を認証すると、表示
部４６への表示モードを、その認証した一般の登録者に関するシークレットデータを閲覧
可能な一般登録者用のシークレットモード（一般登録者用の閲覧可能モード）に設定する
。一方、表示制御部４５は、車両の搭乗者が管理者である旨を認証すると、表示部４６へ
の表示モードを、その認証した管理者に関するシークレットデータだけでなく全ての登録
者に関するシークレットデータも閲覧可能な管理者用のシークレットモード（管理者用の
閲覧可能モード）に設定する。
【００２７】
　ところで、表示制御部４５が車両の搭乗者数にかかわらず認証を実行すると、次のよう
な事態が生じることが懸念される。すなわち、例えば車両に複数の搭乗者が搭乗しており
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、搭乗者のうちの１人が登録者であることが認証されると、表示モードがシークレットモ
ードに設定されてしまい、認証を受けた搭乗者だけでなく別の搭乗者も、認証された搭乗
者に関するシークレットデータを閲覧することができるようになってしまう。また、表示
制御部４５によってシークレットモードに設定された後、認証を受けた搭乗者以外の搭乗
者が車両に新たに搭乗したにもかかわらず、シークレットモードがそのまま維持されると
、その新たに搭乗した搭乗者によってシークレットデータが閲覧されてしまう恐れがある
。
【００２８】
　そのため、表示制御部４５は、車両の搭乗者が登録者か否かの認証を実行する前に、上
記着座検出装置１０による検出結果に基づいて、車両の搭乗者が１名であるか否かを判断
する。そして、表示制御部４５は、車両の搭乗者が１名のみであると判断したことに基づ
いて、車両の搭乗者が登録者か否かの認証を実行する。さらに、表示制御部４５は、シー
クレットモードに設定している場合、上記着座検出装置１０の検出結果に基づいて車両の
搭乗者数を逐次判断する。そして、表示制御部４５は、車両の搭乗者数が複数であると判
断したことに基づいて、シークレットデータを閲覧することのできない通常モード（閲覧
不能モード）に設定する。これにより、たとえ登録者であったとしても、車両にその他の
搭乗者がいる場合にはシークレットデータが表示部４６に表示されないことになり、登録
者以外の別の搭乗者によってシークレットデータが閲覧されることを低減することができ
るようになる。さらに、表示モードをシークレットモードに設定したままにすることなく
通常モードに戻すため、認証を受けた搭乗者はもちろんのこと、車両に新たに搭乗した搭
乗者も、シークレットデータを閲覧することができなくなる。
【００２９】
　表示制御部４５によってシークレットモードに設定された後、認証を受けた搭乗者が車
両を下車し、他の搭乗者が代わりに搭乗することもある（搭乗者が交代する）。このとき
、シークレットモードがそのまま維持されると、この交代して搭乗した搭乗者によってシ
ークレットデータが閲覧されてしまう恐れがある。
【００３０】
　そのため、表示制御部４５は、シークレットモードに設定している場合、上記着座検出
装置１０及びシートベルト状態検出装置２０並びに上記ドア開閉検出装置３０の各検出結
果に基づいて車両の搭乗者が下車したか否かを逐次判断する。そして、表示制御部４５は
、車両の搭乗者が下車したと判断したことに基づいて、通常モードに設定する。これによ
り、表示モードをシークレットモードに設定したままにすることなく通常モードに戻すた
め、認証を受けた搭乗者が車両を下車して他の搭乗者と交代しても、交代した搭乗者は、
シークレットデータを閲覧することができなくなる。
【００３１】
　以上のように構成された車両用情報表示装置４０の動作について、図２を参照しつつ説
明する。図２は、表示モード設定処理の処理手順を示すフローチャートである。なお、車
両用情報表示装置４０は、車両のイグニッションスイッチがオンとされる（電源が投入さ
れる）と、人が乗車あるいは降車するに要する時間よりも十分に短い一定時間毎に、図２
に示す表示モード設定処理を繰り返し実行する。車両用情報表示装置４０は、電源投入当
初、表示モードを通常モードに設定している。
【００３２】
　イグニッションスイッチがオンとされると、図２に示すように、車両用情報表示装置４
０（詳しくは表示制御部４５）は、まず、ステップＳ１１の判断処理として、シークレッ
トモードへの変更要求が操作部４４に入力されているか否かを判断する。ここで、変更要
求が入力されていないと判断したとき（ステップＳ１１の判断処理で「Ｎｏ」）、シーク
レットデータを表示可能にする必要がないため、表示制御部４５は、続くステップＳ１２
の処理として、表示モードを通常モードに設定する。すなわち、表示制御部４５は、ステ
ップＳ１１の判断処理及びステップＳ１２の処理を通じて、シークレットモードへの変更
要求が操作部４４に入力されるまで、表示モードを通常モードに維持する。
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【００３３】
　上記ステップＳ１１の判断処理において、シークレットモードへの変更要求が操作部４
４に入力されていると判断したとき（ステップＳ１１の判断処理で「Ｙｅｓ」）、表示制
御部４５は、車両の搭乗者が登録者か否かの認証を実行する前に、続くステップＳ１３の
判断処理として、車両の搭乗者が１名であるか否かを判断する。ここで、車両の搭乗者が
１名ではないと判断したとき（ステップＳ１３の判断処理で「Ｎｏ」）、すなわち、車両
の搭乗者は複数であり、こうした状況のもとでシークレットモードに変更すると、認証を
受けた搭乗者だけでなく別の搭乗者も、認証された搭乗者に関するシークレットデータを
閲覧することができるようになってしまう。そのため、表示制御部４５は、先のステップ
Ｓ１２の処理に移行して、表示モードを通常モードを維持する。
【００３４】
　一方、上記ステップＳ１３の判断処理において、車両の搭乗者が１名であると判断した
とき（ステップＳ１３の判断処理で「Ｙｅｓ」）、表示制御部４５は、続くステップＳ１
４の判断処理として、車両の搭乗者が登録者であるか否かを判断する。具体的には、表示
制御部４５は、例えば「登録者名及びパスワードを入力してください。」といった旨を表
示部４６に表示し、登録者名及びパスワードの入力を車両の搭乗者に促す。
【００３５】
　ここで、登録者名及びパスワードが車両の搭乗者によって入力され、記憶保持部４２に
記憶保持された登録者名及びパスワードと一致しないとき（ステップＳ１４の判断処理で
「Ｎｏ」）、表示制御部４５は、車両の搭乗者は登録者でないと判断する。車両の搭乗者
が登録者でないため、表示制御部４５は、先のステップＳ１２の処理に移行し、表示モー
ドを通常モードに維持する。
【００３６】
　一方、上記ステップＳ１４の判断処理において、登録者名及びパスワードが車両の搭乗
者によって入力され、記憶保持部４２に記憶保持された登録者名及びパスワードと一致す
るとき（ステップＳ１４の判断処理で「Ｙｅｓ」）、表示制御部４５は、車両の搭乗者は
登録者であると判断する。すなわち、表示制御部４５は、車両の搭乗者が登録者である旨
を認証し、続くステップＳ１５の判断処理に移行する。
【００３７】
　表示制御部４５は、続くステップＳ１５の判断処理として、登録者であると認証された
搭乗者が管理者であるか否かを判断する。ここで、搭乗者が管理者であると判断したとき
（ステップＳ１５の判断処理で「Ｙｅｓ」）、表示制御部４５は、続くステップＳ１６の
処理として、表示モードを管理者用シークレットモードに設定する。これにより、搭乗者
は、この搭乗者に関するシークレットデータだけでなく、他の登録者に関するシークレッ
トデータも閲覧することができるようになる。一方、搭乗者は管理者でなく一般登録者で
あると判断したとき（ステップＳ１５の判断処理で「Ｎｏ」）、表示制御部４５は、続く
ステップＳ１７の処理として、表示モードを一般登録者用シークレットモードに設定する
。これにより、搭乗者は、この搭乗者に関するシークレットデータのみを閲覧することが
できるようになる。
【００３８】
　こうして管理者用あるいは一般登録者用のシークレットモードに設定すると、表示制御
部４５は、続くステップＳ１８の判断処理を通じて、車両の搭乗者数を逐次判断するとと
もに、続くステップＳ１９の判断処理を通じて、車両の搭乗者が下車したか否かを逐次判
断する。
【００３９】
　詳しくは、表示制御部４５は、続くステップＳ１８の判断処理として、搭乗者が１名で
あるか否かを判断する。ここで、車両の搭乗者が１名ではないと判断したとき（ステップ
Ｓ１８の判断処理で「Ｎｏ」）、認証を受けた搭乗者以外の搭乗者が車両に新たに搭乗し
たため、こうした状況のもとでシークレットモードを維持すると、その新たに搭乗した搭
乗者によってシークレットデータが閲覧されてしまう恐れがある。そのため、表示制御部
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４５は、先のステップＳ１２の処理に移行し、表示モードを通常モードに戻す。
【００４０】
　一方、車両の搭乗者が１名であると判断しても（ステップＳ１８の判断処理で「Ｙｅｓ
」）、認証を受けた搭乗者が車両を下車して他の搭乗者と交代したことも考えられる。こ
うした状況のもとでシークレットモードを維持すると、その交代した搭乗者によってシー
クレットデータが閲覧されてしまう恐れがある。そのため、表示制御部４５は、続くステ
ップＳ１９の判断処理として、認証を受けた搭乗者が下車したか否かを判断する。ここで
、認証を受けた搭乗者が下車したと判断するとき（ステップＳ１９の判断処理で「Ｙｅｓ
」）、認証を受けた搭乗者が下車して他の搭乗者と交代した可能性があり、交代した搭乗
者によってシークレットデータが閲覧されてしまう恐れがある。そのため、表示制御部４
５は、先のステップＳ１２の処理に移行し、表示モードを通常モードに戻す。他方、認証
を受けた搭乗者が下車していないと判断するとき（ステップＳ１９の判断処理で「Ｎｏ」
）、認証を受けた搭乗者が下車して他の搭乗者と交代した可能性はないため、先のステッ
プＳ１８の判断処理へ移行する。
【００４１】
　以上説明した本実施の形態の車両用情報表示装置１では、表示制御部４５は、車両の搭
乗者が１名であり、且つ、その搭乗者が当該装置１に予め登録された登録者である旨が認
証されたことに基づいて、表示モードをシークレットモードに設定する。また、表示制御
部４５は、表示モードをシークレットモードに設定している場合、車両の搭乗者数を逐次
判断し、車両の搭乗者が複数であると判断したことに基づいて、表示モードをシークレッ
トモードに設定する。表示制御部４５は、表示モードをシークレットモードに設定してい
る場合、車両の搭乗者が下車したか否かの判断を逐次判断し、車両の搭乗者が下車したと
判断したことに基づいて、表示モードをシークレットモードに設定することとした。これ
により、登録者であっても、車両にその他の搭乗者がいる場合にはシークレットデータが
表示部４６に表示されないことになるので、登録者以外の別の搭乗者によってシークレッ
トデータが閲覧されることをより低減することができるようになる。また、車両に新たに
搭乗者が搭乗しても、あるいは、認証を受けた搭乗者が車両を下車して他の搭乗者と交代
したとしても、新たな搭乗者、あるいは、交代した搭乗者は、シークレットデータを閲覧
することができなくなる。
【００４２】
　なお、本発明に係る車両用情報表示装置は、上記実施の形態にて例示した構成に限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において、種々に変形して実施するこ
とが可能である。すなわち、上記実施の形態を適宜変更した例えば次の形態として実施す
ることもできる。
【００４３】
　上記実施の形態では、既述したように、他の搭乗者によって閲覧されることを防止すべ
きシークレットデータの種類は、運転データ及びメモリ地点並びに電話帳データに固定さ
れていたが、これに限らない。どのデータをシークレットデータとするかについては、当
該装置の使用者（ユーザ）の自由である。そのため、シークレットデータの種類は、シー
クレットデータとして指定可能な複数種類から、当該装置の使用者（ユーザ）が操作部４
４を通じて指定できるようにしてもよい。あるいは、シークレットデータの種類は、シー
クレットデータとして指定可能な全種類であるとしてもよい。
【００４４】
　上記実施の形態では、先の図２に示したように、表示制御部４５は、シークレットデー
タの表示部４６への表示モードとして、上記管理者用シークレットモード及び上記一般登
録者用シークレットモードのいずれか一方を設定していたが、これに限らない。他に例え
ば、表示制御部４５は、認証された登録者に関するシークレットデータを閲覧可能なシー
クレットモード（上記一般登録者用の閲覧可能モードに相当）を設定することとしてもよ
い。具体的には、先の図２に対応する図として図３に示すように、表示制御部４５は、ス
テップＳ１４の判断処理として、車両の搭乗者が登録者であるか否かを判断し、ここで、
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車両の搭乗者が登録者であると判断するとき（ステップＳ１４の判断処理で「Ｙｅｓ」）
、続くステップＳ２７の処理として、先の一般登録者用のシークレットモードと同一のシ
ークレットモードに設定してもよい。すなわち、先のステップＳ１５～Ｓ１７の処理（図
２参照）に替えて、ステップＳ２７の判断処理を実行することとしてもよい。さらに、図
３に対応する図として図４に示すように、表示制御部４５は、ステップＳ１８及びＳ１９
の判断処理を割愛することとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明に係る車両用情報表示装置の一実施の形態について、その全体構成を示す
ブロック図。
【図２】上記実施の形態よって実行される表示モード設定処理について、その処理手順を
示すフローチャート。
【図３】上記実施の形態の変形例によって実行される表示モード選択処理について、その
処理手順を示すフローチャート。
【図４】上記実施の形態の他の変形例によって実行される表示モード選択処理について、
その処理手順を示すフローチャート。
【符号の説明】
【００４６】
１０…着座検出装置、２０…シートベルト状態検出装置、３０…ドア開閉検出装置、４０
…車両用情報表示装置、４１…ＧＰＳ受信器、４２…記憶保持部、４３…車載機器操作検
出部、４４…操作部、４５…表示制御部、４６…表示部。

【図１】 【図２】
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